
深いた訪やはり林地が窺いが、次矛に畑』地が翻か東，煙隼，睦稲，とう宅ろ二し等が心血

されていろ。：段宜面は1高鍛血反ぴ翔珂1擁ラ意い　力段圭rば藤野が1多いカデ他ぱ殆ビ蒲地4ヒさ

来，可能：な1暇り未田北されていろ．末田は古くから心象：を利用して闘力、5れてあり、二φ点

．乏永性のため那須蹴衣廟猛まで旧く未臨壌鍾あったいわゆる那須ヶ原と牲格を異にして

ししる。

三和3《蜥練た麟農靴ンサスは価数髄の炉葬繍髄三脚三
友で二全国平均の畠6反に比較するヒ三三に大きく、2～3町の農家広矩を着めろ，薪

雌面積広調査地内で毛写によリ大きな差があり、細農村殉な北編でぱ／：♪平斯2’3町に対

し町飽饗勲吸ぐ兼栄農塚あ固し廟部では細町ヒなってe伽

　：挨金葎物としてぱ濠が尭ノで適意への依：有度ぽ非鴬に高い，煙草ば砦イヵヵの面などで勿

くのズ点があ・リ、次矛に末稲｝ぞ疫りつつあろが，豊国有数め錘鷹葉4）・産地で、換金比物ど

しての重継、墜ぱまだ．大ぎいようて塞あろ。

　換金旅物として芽／の地位を占める瓦窯0潅薇旅ぱ．宙くかう剥閑されてPわ震末、そ

の不足を禰うために探られた趨惣阻＊：鳳難・疏κ．そ烈て近年創意な薦壕をもつて熊

た電気拐水などに頼ってしじ§．

　電気栃オくによる木田化の傾陶ば，思慮）座商’海恕に面心綴蒋に若しくなり，一業景籠、緩

装縫i密を一豪した地域老あ拶．調変地域に於ては：元初かなりフK稲旅かすすめられていたの

でそれぼど強い影響をうけていなe前・もあ’うが1，七重山水の恵で家困化が頃－難であった地

誌隊次ρに闘田』さ簸ていったρ二の電気楊末によろ水田イヒぱ手刺な自然舞曲を人嘲が売賑

し・た農事であろう。フK田虫の目的とし’て1ま。収餐・壕4匝4）安定による農蕪維鞍の安定化

　o）庭草、陸稲を主と：．す’う畑創め量．蕊取に難薙、であった1労・切藁分の会理化○水田の米

＝を’食べたいといク農嶽の望み。土壌風蝕の肪止などがあげら叡よク。そしてこの地城4＞

地和k力聰くても羅嵯窟なこ掃地骸が霧1合平担や脇に亡していること・槻田訳す

＝5無毒を妖来の糎葦探でえた資金なビでま：かなえ～る余祐があったこヒニ。・餐麺放心〉只象屡氏

の生産意欲が高まった：二と＝などが愈愈由化を展i隆させる大きな原因となっている，そひて

，艇．栄よリ労腕力の面で法；カ、なり楽になったよ：収殺厳1浸し、収入が増加した肖次牙K農紫

三韓広合理化さ九向上しつフある。しかし二の旅に水稲及び裟廊の蓑へ60癩略農が強ん

東京に幽遠葡窺いにもかかわ彦ず、黒樹、蹴集などの比丘的、：近代劔繭匿旅物を．算入し蕊

うと3鋭る竜華に欠重ているど．いみ二之が権摘さ：れろ。

那須扇状地東南端地域の自然と土地利用

村山真知・子

蛇理といって毛受の分野も広く，そ組方蓋諭毛種々遥々であ軌牟謝ま限られた七回に

まとめかばならめわげで、渡憲章授の指慈力針の下1て小面域の地形と：土地利用を画くとにど

リ．＃げ輝にした・しかしは姻用どしりて弾に平面臨顯飽な記載にとどま碑
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なしにその地働鰹酒瓶び人文雑を考え爆ぜできろ駒現状を正しく杷興して，

線に受開脚6・そ碗域の総及び土也稀噸力’筋た地・躍櫛動・砂るという
「方針・をとった。

　那編轍惣く獅て三三kか御）酬究がなさ叡e為が本薇ば旧地の東輔偏
端綱嫡を〆繊どして’そ碗助自然灘樹齢髄鋤で肋地域髄・肪
かにする事，同時に．自然乙人窩の織り准ず：地表にあげろ入子の営みとい．う二ものをみていく

ということを，目標とした。

　謡査敢蜘ま．東を那i珂川，陣門蛯尾川’爾を箒患で麓さ’れており，北側ぱ東癒本謙の筆陣

爾駅から黒糖1佳藤甕欽鍾を累って一応婿とし乱グ細隙遡”太田療”rlま駅・’

の鍼峰まれ・醸鮎嬬がであろ・三三に臨旧邸礪繭融鱒と・畑原
’早め一部（旧，金工村妙工）を・食・んでt｝ろ。　冒次を掲げてみ；ると．．

　　序　　畜

　薫　馬飼筋状地概説

　丑　那柵状：地乗牽部の魯然と土潔隠

　　1匿調査地域の概説

　　2　調査地域の自選

　　　　翠帳，鍵形皮ぴ殖負，土壌，髭下水

　　5，調査地鐵の割地利用

　　　　概i説，土地利用と二翼然

　　4　調査地帯の薄紫　　　　　　　　　　　，

　　　　概観，篠蒙と以利、土地利回乙蔭叡護営

　　結　’ぴ

知雛大蘇葡気嬢報所のぬ駄を三三三三三三麟1ムゆ三三鴇嘱
励（／9％昭平励ぐ、いわゆる〃郭纐嵐勿摩櫛劒麹聴域一三ろ。

　」嚢ζ葺多ぱ地・琴芝図、三三写虞弓ζ旋銅匿．・それK規封虹蜜笥査≒狂カロブ乙て，　〉タ〈．の9つκ二区。回した。怨舜ち・

嫌地雛酢敏LE・班．位7，辮顧㌧鍛滋幽魎。浸蝕御谷床面
であづ。

卿面は地瑚との惣よ・麟修正をし舷地利綱上ヒぢ鰍の絶嘩〉外？て乍の

三脚革帯を測定し、地形・．土壌，地下水などの閑標をみた。水渠fよ段宜Vの魏89％をため．

．）知で報餅，肛証，灘蜷’段幻乱の脚て城・励台地面に！ま　bずかしかなし、湘地

堺緬戯酬吻ぐ就1雄馳の駅を叔幡は地薄廟．区航しマぱ・、櫛

麟淋肱靴．縮頑路淵鼠．離物駅頭劇たが翻よ切燭ζ鋼
保ば上逮．の如くであ，る。

欄観蹴綿3％三三細ヒ畑凋舘大回ワで三冠の七三回想
本坪域即暗い・三越い湧東關：近なビに発達した甘瞬時代前の由い集落堕明冶時代の

輪村（蝦鯛彫の・鞭隆善業繭軽傷弾入橡顕し醐早早ザ榊即
三三鋤鋼立っているみ嫡礒票ば・獺三三（編げ2ぱ・燭今・解
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面上：に土：地を右ち．畑撫．三二が中沁であり、その，他の旧村邑、水稲単二地回の性格選示し

てtじう。しかし、痩来の永稲単三1の三雲しだ農蒙縫営の中に屯．鍛燈ば．電気場フkで巡下永

を利用し、かなワ浦田化が進めiう；れて』I」る・この志田化1よ、台：地面まで反んであり（地下末

面まで緬／〃槻程）幽一種三田ゲームの償向Kあ’うが、米価が妥疑していろ事，又やみ販売で

ヵ・なりの環二又入どなろ華なビもあっカ・つてρうと考えられる，一方水田踏農惹吻綴噛

合理化の動きもみられづ。』 ｵヵ、し、現状ピして1ま、むしう、大翻布東京をひかえての曳二丁

給：地域であり，今後・も大：体の農類の性狢巳してば，この傾断が練くピ誤られるぐ土丁丁ど

農二二嘗の翼でな、土地利回ピU二うものを．地域全体て，平均北してみるだ1すでなく、ぞの三

三利用するヒころの農工靴にみ硯方も雌と矧オィ吻漉農劒生の緬ぐ
本地域の毘域姓の嚢づけ又、三際の・く向の蛍誤をみ奥うと．した。取虹げた撰琢数は少なか？

だが、肪蜘の｝日村の農家、明冶時代の葎族駿嘱Kよって湖摯された函月噸塾の三三台地

面上三山の三二初回叡な∠夫なその地域の二階を表机ていた，

秦野：盆：地北部の地形とゴニ三年り用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　田　恵　子

　　　　　　　　　葛　　　　沢

　　　王　葭然環鷹概説

　　　　ノ弓形　　2地負　　ヨ気候　　4地下永

　　　窪　入）ζ環境概謎

　　　　ノ，5行政区塚　　之矯葦　　3人ロ．集落　　4．交攣　　5塵叢

　　、延　：地形と土爆1用

　　　　ノ：地形区分　　12温く田　　片理地，樹園地，

　　　∬　泰舞の二二

　　　　ノ概観　2二藍緩鷺の）武尻　3桑と：たばごの褒遷　4將末の農叢

　　　亨　結論一秦野の中心農羨地域盤

　　　　　　　　肉　　　．容

　　調査地域秦野金地三二箱から小国急練で葡／時両のピころにある9北ぱ再三ぬ地が／〃〃

　　勿！vノク〃ρ勉　の高さにそびえ，南誌大；麟丘陵の：比鑛乙断脅崖をもつて棲してUろ。盆地の

　　東部にあろ24伽の権現山に登うと、瀬に窟土出を見南方瀬上に牛島、裕鶉，スカ、すか

　　に新島」うし…距もの毛みえ．乱秦野金魅賦中央を東漁に下る7K無測てよってできた回状地で現

　　三三｛≦旧くなって歯ワ，扇頂から三門にかげて、履さ6κ耽を喬度ヨ〃〃例・〉／00吼に綴

　　：かに二二した比職二二蝦．な面をみ廿．盆弛の閣騒三三頂蜘くi8よ集旛が孤られろが盆地の中央

　　や蝦ば獅ど二品に痴り畑地として簿撫されていろ・瑚頂劇胆水馴養挟んで糟
　需の二二地のり，1咽点線大秦瞬歎が｝あろ、秦野盆地の劇瞬にな北から晦下する盆目、1巾く浜

　　つて舷された峰闘難三二嬬1怯つζ哲の参徽鶴して皿回している・
　地諺働誠金副回状懸端部を走り，蚕野魏内部へ毛その彩響を示してし、ろ控断層の存
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